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琉 球 パ イ ン 産 業 合 理 化 計 画

1. 基本方針･

琉球に於おけるパイン産業は､本土政府の特恵措芦別こ

よって1953年以降急速に発展し､1960年にt淵 i話で60余

万ケ-スか轍鮒.され､糖菜と共に二大鼓幹産業 とな っ

た｡稗恵措濃の内容は､次のとお りである｡

1) 琉球以外の外国他誌の輸入制限 (外脚ilJ当､発券

時期及輸入国指定)

2) 関税2500/の免除

3) 特定物資輸入臨時措際法による差底魚の免除

(30%)

然るに近年に育って貿易立国の国是とする本土は､ガ

ット加盟国である司りまもとより､国際貿易の僚矧 で立脚

して各国との通商貿易を拡大していかなければならなV,

立場にある｡かくて肖由化の艶は好むと貯まざるとに拘

らず､その速度を速めることにな り､その紡巣として琉

球物資虹称する特窓精選 も現状のままではあり得なV,こ

とになる｡この様な構想を受けて琉球のパイン轟菜が貿

易自由化の荒波を乗り切ってV,くためには､次の基本方

針に基をパイン産獅 化の施熊を行うものとするので

あるが､その具体化については､I,'ィン先進地の今後の

動向とも相侠って駅 に検討の上t.れに対処するものと

する｡

1) 職球施/:イン他薦か.将来紅おV､て外閲沌ノ:イン手紙

肺と担際税制叩lこおいてJJを'･1kベるために必唆な人

士枚肘の地紋を外は鹿に対しては】962邸以降 3カ年

rWの関税5500､その縄はd5,00'とし､訊球戯に対 して

陳之を免除することにして､食用化を椎過するもの

とする｡

2)これがi軸文を阿るために

(I) 轍詰コストの中で比-'ri'の捕vl牲兇代につVlて

は､筏析技術の改杓 (比収 30,cc増 11機 )､偉jl

稀節の増和洋及 (反収20/oo増日脚),を鴫点にし

て中位rIり収爪現在の6屯を8屯まで引上げると共

に､庶当唾政授 (特に労船津の･榔 )の引下げに

努め､コス トの低級を図るものとする｡

(2) 経営面の改諺につVlて披､現任/(イン鹿培地

は85,04'が山林原野で占めている｡よって土現像金

や労紛資の低減面からテラス構築などによる′珊

綴栽培や､簡易紫道の設耽および山地開発,細の

鹿追の並節などについて強力なる厳 を誇ずると

共に､協菜経営や救培地の銀同化を推進する｡

(3) 工場経営面につV､ては､現在の工場能力が25

エ場,81ラインあり､これが適正なる稜宕能力か

(1962年3月 琉球政府)

らみて所要成果はおよび栽培両税につV,て､検討
をJmえ､純新 生産前の適正把過に努める｡
(4)次に拙語lJE勢の動向からしてu群生-:酸娘を100
7}-･C/Sと紅め､これが恥促に努める｡
(5) 上J己(3)､ (4)を総合した舟柚から滴花魁
快工場の配柑 こついて険討を加え､僚料職人区域
の競合の除去､二l湖 の難船純分､Ji兜的叔塔の徹也
など､ニL二機経常の改薄を拘ると共に､附､トー牡鹿
-検収一勝造撒 出荷-頂%Tの一･ltl.した淡通
槻鵬の濃紺細と化に努める｡

(6) 尚､製品LtJ.荷についてはや節的滞硬の動向に
Fも;じた供給を行V,､稲給寸f,A.ぴに価格の鋼板に努め
るものとする｡

3) 水計軸熊定に当っての端本資料は従来の7llLPTl村報
告にお く生産総計を参照し､放近発誠になった統計
庁のパインつき態調教に姑 く､鰍刃ミ毅を採桐すること
にした｡

2.合理化日鋼

第 1袈パイン生産持株 (総括) (別紙)
第 2弓艮年次別反当収爪のtj摂

約 3誠年次別磯軌耐釈放生鮮誠 (41兆は､柳瀬搬
泣叫)のH班

gr也Jtq･:Nt･コスト､抑3,Liコストの端叫Lq･:次tll.1療

Jl:l次の相川IIJti比喉

TJIJr5Jを排球佃､!T稚瓜 (偶成45,QoJ)の鳩糾J'f･:釈

と日脚 i次の･LIIHIJj'ii及柵耶比慨

3. 主賓:施策

パイン戚3%が 糾ヒ耶11ifJ'のJ.uJj針VC:)岸を舶 JrlHf塀に抱

けたような偶成に11納l成するr/亡め､次の地織をI'柵 fる0

1) 庶出収Iの増加

(1) 恐山抑苗の刃物化作及を川るため此 拭汝切にJi;I:

闇岨および坪山'仰臥此耶する｡

脚 mnfでは/､ワイ州轍入棚舵および也瀬棚JYrrTlから

使良系統を恕放したものを何人として耳丁戚するdW=

常田で仕､併軌用で甘成されたBlぶ巾から虹に伯山

罪紙を迦放して20僻体にタ相川してt.れ那y_f戒 を図

る｡

一般段漢-のむbJ'仕探棚 で打成されね戊Jld'を充て

るものとす｡一一般臓 に対しては遡四方決を紗 辞し

て瀞的伯は必ず泡抜笛を利用せしむるよう努める.

(2) 臓 術の故幽 化を図るためパインq繊 冊及

Llを設問する｡梢成代及Li披次の点の域術胴郷の徹



98 沖搬 発 射 2番 第 1弓･ (1963)

底 .午Jlに努めると柑 こ､枝術的調査に当らしむるo

連取 逓正桝腔幸.'!Tl･､施肥の適正化､病EIB虫防除､

上欄班亡防止､ホルモン処和など.

(3) _+.域の伐令のためテラス将卒の普及指導､.労働

曲浦減のための師易東).EにつV,ては牧村が段瀧圃場

を教力蘭 こ蝿近し､これが奨励に当っては柏餅 羊

を行う-,脚.し､私署紳哲や放培地の魂馴 ヒを行うも

のを舷牝するO

(dJ 地質.'J肌 ｣州.rljりに過iEな施肥iTiを改定する兜め

施肥故ilJ,耶碑闘を;-RL"/け る｡

(5) rr.f地朋徹也のパイ-/畑については､年次計軸に

?F漣/,I'JeLjiJiJlC解.叩する｡

2)拭験研珊 関の整傭耕化.

(1) 此花拭放物にJIイン科を設監し､荻挺試験の

鍬化と州Idl:甘鯛 の｣桁F.苧打取に舞める｡

(2)/]k繋試験場の(lLEEf化牛Jjiに′,'ィソ加⊥研究時

節 1,R パ イ ン 銀 酢 日鰯 (総括)

c TL∴'こ二 二 二 二 甘 頂 丁
州 .lr-t'i･ i :- ･･･工

的:. 悶 frri 捌

収 碓 T巾 跳

火 収 稚 illf 刷

生 擾 生 産 虫

107 - ル 当 り収 丑

107 - ル 当 り生産費

盛 典 kg 当 り生 産 放

抽 酷 製 造 鼠

独造原 価 (ケ-ス当り)

韓上 価 格 (C&F)

員を配置し加工改去年､副産物利用などの研究に 当 ら

しめる｡

3)生産書露貫十の頚 化卜

統計庁で行うパイン生産統計や生産押調査は指定統計

に編入し､ これが実態把握に努める0

4)Ⅱも別経営 の改 善

総譜詔要は所得水密､孝封虎によって定める もの で .あ

る.合魔化の鼠終価格をもって大nな覇輩の増大は考え

られなvlo既に甫栗鼠からの磯造制限､労働力確保の田

姪性など一大岐路にたってV,･る｡内部的な工場経営の合

理化のみによっては解決できない問題が多い｡

1963年度 (予算年度)に本土から､合同専門調査団を

招-V,して多角的診･断を依摸し､その調査結果に基き､

これが実現に努める｡
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